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L鞠智城の名称’

鞠智城は平安時代には菊池城とも書かれている。菊池はこの時代に久久知
(〈くち）と読まれた。城は当時「き」と発音されていたので鞠智城は正式に
は「〈くちのき」である。しかし、今日、一般的には「きくちじよう」と呼
ばれている。

鞠智城の位置付け

鞠智城は熊本県内で、唯一の古代山城である。
だざい ふ おお の き い か ね た

大宰府の管轄下にあった六城（大野城・基舞城・金田城など）のひとつで、
数多い熊本県下の文化遺産の中でも全同一の数を誇る装飾古墳と共に、熊本県
の重要な文化財である。

鞠智城の築城時期と築城者

鞠智城の築城時期についての記録は無い。しかし「Ⅱ本書紀』天荊1天皇IJ LI
年(665年）秋八月の項に、百済の王族出身で祖国を失い日本に亡命してきたた つ そ つ

達率(官位名）憶礼福留(おくらいふくりゅう）と四比福夫（しひふくふ）の指
導によって、筑紫国の大野城と基難城の二城が築かれたとの記録がある。し
たがって、これらの二城とともに33年後になって修理する必要があった鞠手I11
城も、同じような時期に築かれたと思われる。
これらの事により、鞠智城の防衛プラン造りには憶礼福留らの涯菜人が深

く関わっていたものと思われる。

｜鞠智城跡の認否E整備’

①鞠智城跡は、 7世紀後半に大和朝廷が築城した日本で数少ない古代山城
で、全国有数の重要な遺跡である。県では、｜玉l民共有の財産である鞠智城
跡の保存・活用を図るため、関係市町（菊鹿町・菊池市）の協力を得なが
ら、地域づくりの核となるような歴史公園化を目指し調査と整備を行って
I , ､ < ｡

う ち じ よ う

②城域は、内城地区（真の城域）と外緑地区（周縁部の城域）を合わせた
l 20haからなっており、内城地区の4 7haについて保存と整備を図る。

鞠智城跡整備事業の進展状況’

①遺構が集中する内城地区を、平成 6年度から 9年度にかけて年次計画で
公有化する。

②6年度は、発掘調査、保存整備基本計画を策定した。
③ 7年度は、発掘調査、基本設計、造成工事、モニュメント設置等を行っ
た。

④平成8年度は、20号建物（校倉造りの米倉）の復原工事に着手する。

’



1．鞠智城跡の概要

き く ち

鞠智城跡は、熊本県北部に広がる菊池平野の北端部に位置している。
しょく に ほん き も ん む

県内で唯一の古代山城である鞠智城は、正史『続日本紀」の文武天皇2年 (698
さ ん だ い じ つ ろ く が ん ぎ よ う

年）5月の頃に最初の記録があり、『三代実録』の元慶3年 ( 8 7 9年）3月の項ま

で、城名の記載がある。
は く す き の え

古代山城は、大化の改新(645年）を皮切りに、朝鮮半島における白村江の戦い

での敗戦(663年)、大津京遷都(667年）と、日本の古代史上で最も激動の時期とい

われる7世紀代に大和政権によって九州や瀬戸内海沿岸、大和地方に築かれた国

防上の重要拠点である。

このように鞠智城は重要な遺跡でありながら、永らくその存在が不明のままで

あったが、昭和に入り、ようやくその位置が確定された。昭和34年12月8日付け

で遺跡の一部が「伝鞠智城跡」として県の史跡に指定され、その後、県教育委員

会の調査を経て昭和51年8月24日付けで「伝鞠智城跡」から「鞠智城跡」に変更

された。
か もと き っ か よ なぱる

鹿本郡菊鹿町の米原台地を中心区域とする鞠智城跡は、米原集落や周辺に広が

る農地や谷、崖線などを取り込み、さらには、菊池市の一部を含む広大な範囲を

城域とし、昭和42年から始まった本格調査により、ようやくその内容が明らかに

されつつある。平成7年度までの17次にわたる調査の中で、古代山城では初めて

の八角形建物跡（平成3年度の第13次調査）を検出するなど、学界でも注目を集

めて い る 。

〔位 置〕

①鞠智城跡は菊鹿町の南端部と馳市の西端部をまたぐ獺台地に築かれてい
や ほ だ け

る。地形的には、うてな台地の基部にあたる所で、北東方向の8km先に八方ケ岳

(標高1052 m )が遠望される。
は ざ ま き の

② 菊池川に合流する迫間川と木野川の間にうてな台地が広がっている。ちなみ

に、両河川の合流地点は鞠智城跡から南西方向へ5. 5kmのところである。｜③ 鞠智城跡と菊池川の河口とは28. 5kmの距離がある。加えて大宰府からの直線



距離は80km近くに及ぶ。古代山城

としては、例外的にかなり内陸部

へ入り込んでいる。
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熊本県菊池市

鞠智城跡城域図 ( 111ifi)内城…55 ha外縁地区…･ 65ha
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2．鞠智城の歴史及び調査の変遷

ア ． 歴 史

イ．調査の変遷

(＊：同史における鞠智城関連記事）

西暦645年 大化元年 大化の改新。

649年 大化5年 蘇我日向を筑紫大宰師に任ず。

663年 天智2年 ・口村江の戦い。

664年 天智3年 筑紫などに防人と峰を配置。水城を築く。

665年 天智4年 筑紫に大野城、基難城を築く。長門に長門城を築く（

667年 天智6年 ･大和に高安城、讃岐に屋島城、対馬に金田城を築く。
698年 文 武 2 年 ＊『続日本紀』「大宰府をして大野・基津・鞠智の三城を繕ひ治めしむ」
699年 文 武 3 年 三野城、稲積城を修繕。

719年 養老3年 茨城城、常城を停廃。
72()年 養老4年 隼人の反乱。

742年 天平14年 ･大宰府の廃止。

745年 天平17年 大宰府の再置。
858年 天安2年 ＊「文徳実録」「菊池城院の兵庫の鼓自ら鳴る」「又鳴る」（2月）

「肥後同菊池城院の兵庫の鼓''1ら鳴る」（6月）
「菊池城の不動倉十一宇火〈」（6月）

875年 貞観17年 ＊「三代実録」「カラスの群れが菊池郡倉舎の葺草をかみ抜く」

879年 元慶3年 ＊『三代実録」「肥後国菊池城院の兵庫の戸''1ら鳴る」

その後、米原長者伝説等で語られる。

西暦 年 号 発 掘 調 査 そ の 他

1937 昭和12 故坂本経尭氏は米原一帯の地形や遺構を踏
査し「鞠智城跡に擬される米原通跡に就い
て」を発表。

1938 昭和13 故松尾條規氏の鞠智城跡踏査。
標柱を建て、保護顕彰に努める。

1953 昭和28 ･九州文化総合研究所が「鞠智城跡の調査保
護計画_｜を県に陳情。

1956 昭和31 ･菊池古文化訓盃団が遺構調盃。
･長者山の礎ｲ7列の実測。

1959 昭和34 長者l l l礎ｲ i群及び深迫門礎石を隈の史跡
「伝鞠智城跡」に指定。

1967 昭和42 第 1 ． 2 ． 3 次 調 査 （県教育委貝会）

1968 昭和43 米原台地の農業構造改善事業(開R1)お
よび長者山の山林開墾に伴う緊急調査，

1969 昭和44 第4次調盗（県教育委員会）
宮野礎ｲiと長者山礎石群の掘り拙し。
長者111の測量。

1976 昭和51 ･県指定名称を「鞠智城跡」と改称。
1979 昭和54 ･第5次調査（菊鹿町教育委員会）

町道(稗方～立徳線)拡幅工事に伴う事
前調査。
･軒丸瓦ハーが出土。



、

11 980 昭和55

1981 昭和56

1 982 昭和57

1 986 昭和61

･第6．7次調盃（県教育委員会）
･文化庁同庫補助事業。
･第6次では上原地区の発掘。
･第7次では宮野礎ｲiの全面露出。

･第8．9次調査（県教育委員会）
文化庁国庫補助事業。
第8次訓盃では航空撮影による米原地
区の地形図作成作業。
第9次調査では長者111礎石群調査。
北側段落ち区画より多量の炭化米と布
目瓦が出土。

第10次訓盃（県教育委員会）
文化庁同庫補助事業。
宮野礎 ｲ i 周 辺 及び少監どん西側地域の
調盃。
19棟の建物跡を検IH。

･第11次調査（ﾘ｢↓教育委員会）
･文化庁|盃|庫補助事業。
･寓野地区の集'l!訓盗。建物跡等確認。

･第12次訓盃(I,↓教育委員会）
･文化庁1通l庫袖助事業。
･県の単独事業による重要遺跡確認調査
も加わって、調査面積が大幅に増大。
･長者l l l東側裾部一帯（宮野礎石建物
跡を含む）の調査。

第13次調査（県教育委員会）
文化庁同庫補助事業と県の単独事業に
よる重要遺跡確認調査を継続。
町道西側一帯の下原地区(長者原地区）
の訓在。
13年ぶりに軒丸瓦が出土。
16棟の建物跡を検出。
八角形建物跡2棟を検出。

第14次調査（県教育委員会）
城跡の範|州を確定するため、土塁線の
調査。
町道沿いの下原地区と上原地区を調査。
下原地区から、鞠智城の終末期にあた
る礎ｲi建物跡を確認。

第15次調査（県教育委員会）
町道から東11 l lの上原地区を調査。鞠智
城時代の遺構はほとんと等検州されず。
'-l' lll遺構が出土。

第16次訓在（県教育委貝会）
深迫門礎ｲi周辺を調査。
登城道や版築によって築かれた土塁を
検出。

･第17次調査（県教育委員会）
･長者原地区の造成工事予定地を調査。
･新たに2棟の建物跡を検州。（56号．
57号）
･部分調盃にとどまっていた50号と55号
の建物跡を全掘。

･宮野礎ｲ:iを県史跡に追加指定。

･米原台地の地形図(l／1000)を作成。

･県知事より教育委員会に、県を代表する遺
跡の調査を進めるよう指示があし)、これに
対し鞠智城跡を選定。

県総合計画において、歴史公園化を目指し
た鞠智城跡の調査、整備がうたわれる。
保存整備の基本構想策定。

保存整備のための「鞠智城跡保存整備検討
委貝会」発足。
鞠智城跡保存整備基本計画策定。
「鞠智城跡整備促進期成会」発足。
上原地区を施策開田し、代替地にあてる。

整備事業に着工。

昭和62

昭和63

平成2

平成4

平成5

平成6

1987

1988

1994

1989

1990

1992

1993

1995 1平成7

1991

p
や

～

平成元

平成3



3．遺構の概要

( 1 ) 門 礎 石

( 2 ) 石 垣

( 3 ) 建 物 跡

鞠智塊剛､らは日本の古代l1l城では初めての八角形篤脚跡が検出されている。
(他に都城の例として、7世紀中頃に造営された前期難波宮跡に2棟の例があるの
み）
韓国の二聖(イーソン)山城でも確認されており、両国の文化交流を考える上でも
貴重な遺構である。

げ〆

い け お

池 ノ 尾 門 礎 石 ･城跡の西南の位置。水路の中に小振りの門礎石（ほぞ穴2つ）がある。
ほ り き り

堀 切 門 礎 石 ･城跡の南端中央部から城内に通じる重要な通路の一つと考えられ、巨大な門礎ｲ1
がある。（ほぞ穴2つ。先端部は割られて、木野神社へ運び込まれている）

ふ か ざ こ

深 迫 門 礎 石
鞠智城の全体から見れば、東南の位置。
「長者と．んの的石」と呼ばれる門礎石（ほぞ穴1つ）が谷頭に、傾斜の状態であ
る。

ラま

馬こかしの石垣
･池ノ尾・堀切・深迫門礎石から城の中心部、通じるやせ馬のような通路。
･東壁に石垣が積まれている。

み つ え だ

三 枝 の 石 垣

か ね か け ま つ い つ す ん え の き

米原と鐘掛松及び一寸榎方面とを結ぶやせ馬のような通路。
南壁に石垣が積まれている。

礎石建物跡及び
掘 立 柱 建 物 跡

これまでに鞠智城跡から、数多くの建物跡が確認されている。
米原台地を南北に縦断する町道西側の長者原地区(長者山も含む)で53棟、町道東
側の上原地区から6棟、合計59棟(掘立柱建物41棟、礎石建物18棟)を数えるが、
今後、その数はさらに増えるものと予測される。（平成8年5月現在）

八 角 形 建 物 跡



①長者山(字・長者原）
② 米 原

しべ』かん

③佐官ドン
すず が ご し よ

④ 涼みケ御所
は い づ か

⑤ 灰 塚
ちょうじく』やま き の

⑥長者山(大字・木野）

いけお も ん そ き や ま

⑨ 池 の 尾門礎 ⑬ 木 山
ぶ よ う ぶ ぃ わ こ し か け ま つ

⑧屏風岩ライン ⑭ 腰 掛 松
だ い も ん し も な が の

⑨ 大 門 ⑮ 下 永野
しきほんぶんづ ご う き の じ よ う

⑩ 下 本 分 ( 頭 合 ） ⑯ 木 野 城 ( 中 世 ）
か み ほ ん ぶ ん あ わ せ が わ

⑪ 上 本 分 ⑰ 合 瀬川
りゅう と く よ こ ま く ら

⑫ 立 徳 ， ⑬ 横 枕
/

鞠智城跡とその周辺地形

# 露蕊
蝿、 05 1 0 c m

一

第10～12次調査出土の布目瓦
(熊本県文化財調査報告第116集『鞠智城跡』より抜粋）

01 0 2 0 c m

0 5 1 0 c m

0 5 1 0 c mー

0 5 1 0 c m

第13次調査出土の布目瓦・軒丸瓦（熊本県文化財調査報告第124集「鞠智城跡』より抜粋）

〔瓦の分類〕
布目瓦については､調整方法によって､第13次調査から下記の様に分類している｡

｜

’

lⅡ
’

｜
’

一 一 一 戸

…
一

0 5 1 0 c m-

と ' う じ ょう

道場
かもと へ い や

鹿本平野(条里制）
き の が わ

木 野 川

0 5 1 0 c m

5 1 0 c m
- ＝

百済系粁丸瓦(瓦当11)復元図
スクリーントーン部が残存部
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分 頻 洞 整 方 法 細 分 類 形 状

I

類

格 子 叩 き 目

a 大型の方形

中 型 の 方 形

小 型 の 方 形

大 型 の 短 冊 形

中 型 の 短 冊 孫

小 型 の 短 冊 兇

11

類

条 痕

; I 横 方 向 で 、 深 く 明 確 な 条 痕

Ⅱ 向 で 、 深 く 明 確 な 条 痕

条痕で、ナデによ 牛 不 明 の も の

条痕で単t
｜
が
一

凸 快 く 、 1 1 1 ] 隅 の 広 い も の

条 痕 で 単 1 ｳ： ＞力 玄 < 、 間 隔 の 狭 い も の

［ 栗 い 条 痕 で 単 位 が わ か ＃ と 間 隔 が 広 い も の

Ⅲ
 
類

縄 目

Ⅳ
願

調 整 に よ り 叩 き 目

が消去されている

Ⅳ a 榊らかな器面

Ⅳ b 帯 状 の 圧 痕 が 付 く



〆金峰山
●

● 菊 池 平 野

米原台地を東側から望む
(手前より米原台地→菊池平野→金IIf山）

第10～12次調査検出遺構
（長者山の東側一帯）



一

宮野礎石建物跡（49号）
（鞠智城跡で最大の建物）

重なり合う礎石建物跡（20～21号）
＊中央部は、掘吹柱建物（35号)→礎石建物（23号)→礎石建物（22号）
の順に建て替えられている。

第10～12次調査出土の須恵器（熊本県文化財調査報告第116集『鞠智城跡』より抜粋）

ご_ lご旗
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第13次調査出土の須恵器（熊本県文化財調査報告第124集『鞠智城跡』より抜粋）
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第14次調査出土の須恵器
(熊本県文化財調査報告第130集『鞠智城跡』より抜粋）
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第15次調査出土の須恵器
(熊本県文化財訓査報告第146集
『鞠智城跡』より抜粋）
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-

鞠智城跡を西側上空より望む

第13次調査検出遺構
(町道より西側の長者原一帯）



八角形建物跡（32．33号）
(柱が立っている堀形は再建建物の33号）

（

深迫門礎検出の版築土塁
(厚さ5～10(mの粘土を' ' '1き締めながら積み上げたもの）

）
地ⅨI耕一¥ 内 容

÷ 鞠制I城跡

肥俊古代の森（111鹿地Ⅸ）
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 この電子書籍は、鞠智城跡 を底本として作成しました。閲覧を目的としてい

ますので、精確な図版は発掘調査報告等、他の書籍から引用してください。 

 鞠智城跡の発掘調査報告は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県

の教育委員会と図書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。
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